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萱
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六
八

蝿
環
の
二

二
回
に
比
す
る
と
相
似
て
ゐ
る
O

双
生
地
喪
の
原
因

以
上
述
べ
氷
っ
た
如
-
二
相
瓶
の
義

北
地
袋
ー‡
如
似
粘
あ
り
と
す
る

も
全
然
同

I
の
仰
質
と
い
ふ
‥
と
は
出
水
な
い
O
節

7
純
に
屈
す
ろ
同

捌
別
称
私
有
す
る
地
相収
は
二
つ
の
舶
ハる
琵
脱
か
ら
の
摂
政
の
た
め
に
起

tJ5
-,
の
.t･,
あ
り
'-
節
二
何
日
の
錨
地
は
解

E
何
日
の
定
収
と
佃

T
で
な

い
の
で
あ
る
O
L
か
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前
索
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秒
と
い
ふ
粒
仲
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の
隔
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因原の撰･JlM二双

有
す
る
の
で
双
方
に
拭
い
関
係
の
あ
る

=
と
は
考

へ
ら
れ
る
｡
今
節
二
間
の
C

M
T
私
神
曲
の

T
部
分
と
L
t
二
の
神

仙
が
僅
少
の
庇
か
'将
し
て
i
)
M
で
の
形

と
な
っ
た
-J
す
る
J
C
T

に
放
て
は
恰

J
M
払
中
心
と
L
tlJ
阿
樽
出
勤
の
.行
ほ

れ
た
=
と
に
な
り
､
二
つ
の
東
児
c
i
)

T
T
が
中
心
M
の
両
側
に
出
す
る
'
勿

軍

神
-;
の
準
付
に
つ
れ
て
M
が
M
に

拷
勤
す
る
=
と
は
あ
り
柑
る
の
で
あ
る

琴

南

の
地
質
即
ち
同
動
地
滞
在
布

し
な
い
J
の
は
碇
原
が
招
榊
の
州
似
の

仰
軍

側

へ
ば

神
仙
の
輿
と
礎
の
部
に
あ
っ
て
､
第

7
回
日
と
蟹

面

目
と
の
銀
波
に

紳
染
み
血
LJ
･tj
い
郡
姥
に
揃
っ
て
地
鍔
が
握
る
も
の
で

あ
る
○

触
ら
は
何
故
に
或
る
功
舟

に
は
竺

純
の
地
役
と
な
り
･
或
る
坊
舟

に
は
第
二
秤
の
地
謡
と
な
る
か
0
,
,れ
は
摺
仙
の
遊
行
の
塩
谷
に
神
仙

の
谷
は
拭
yu
在
村
す
に
相
加
な
萌
肺
の
布
す
る
細
身
が
あ
り
得
る
た
め

か
と
息
ほ
れ
る
｡
神
曲
の
盛

行
に
つ
れ
て
順
次
に
起
っ
た
も
の
と
考
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る
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郎符
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部
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竺
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五
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双
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の
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坤
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フ
ォ
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ド
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a.Lfも
解
け
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と
が
15-与
氷
る
O

以
上
は
双
故
地
鐙
の
大
嬰
で
あ
っ
て
､
常
務
は
史
に
震
原
,
袋
披
及

琵
蛇
の
地
表
に
於
け
る
樽
柿
の
彫
敬
啓
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つ
い
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越
し
て
ゐ
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従
氷
邦
文
地
質
堺

蒜

の
潜
啓
と
し
て
他
に
班
-
行
ほ
れ
て
ゐ
る
の

は
桃
山
博
士
の
地
鮮
嘩
把
輩
と
萩
丁
氏
の
地
質
諭
整

刑
の
二
で
あ
っ
た

が
三

に
叔
妃
の
堺
散
を
取
り
入
れ
た
佐
藤
墾

苗

仰
敦
蛇
の
新
著
が

公
に
さ
れ
て
地
蝉
愛
好
額
に
執
っ
て
ほ
如
何
ば
か
り
の
利
益
と
串
紺
と

で
あ
る
か
知
れ
な
い
｡
本
省
は
背
希
の
墾

血
満
等
仰
繊
邸
校
に
放
け
る

肺
稲
の
鞍
摘
み
盤
即
さ
れ
た
-
の
で
･
絡
み
別
つ
=
と
六
,

即
ち
綿
静

地
利
甲

山村
石
軍

動
力
地
雲

脚
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造
地
霊

刑
､
地
政
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で

あ
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｡
従
凍
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地
公
邸
啓
の
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さ
方
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し
て
あ
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門
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つ
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あ
る
6
今

光
跡
内
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丁
舷
払
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ふ
に
共
他
地
代
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に
あ
る
棟
に
糾
中
は
ゲ
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キ
ー
の
銘
求
に
､
後
年
の
血

血
の
部
分
は
カ

イ
セ
ル
の
称
賛
に
倣

っ
て
桝

､
殊
に
他
出
の
大
部
分
Lは
そ
れ
み
摘
準
し

た
も
の
で
あ
る
｡
か
-
雌
北
は
上
記
の
耐
欝
に
ょ
つ
た
も
の
1
内
容
に

案
つ
て
は
火
に
=鵜,な

っ
て
､
殊
に
新
散
在
評
洲
に
細
介
し
た
鮎
が
新
し

い
0
人
隣
移
動
散
に
二
十
数
試
み
教
し
て
め
る
の
は
其
の

叫
例
で
あ
り

地
史
の
部
に
於
て
も
日
本
･
支
那
等
の
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邸
み
樺
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に
入
れ
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-t
本
の

前
非
な
化
石
の
阿
収
ね
入
れ
た
の
は
仙
竺

例
で
あ
る
｡
た
Z,
岩
ポ
前
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別
に
同
じ
新
教
の
岩
ポ
地
質
蝉
が
批
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さ
れ
て
あ
る
銘

め
に

嬰
的
な

詑

い
て
ゐ
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過
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な
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之
払
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し
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付
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空
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石
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日
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し
て
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な
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も
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あ
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あ
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あ
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反
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史
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史
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潜
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史
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磯
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収
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た
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郷
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で
あ

り

て
､
狙
り
地
糾
及
織
物
の
生
検
文
臆
解

の
必
紙
す
べ
･o
良
藩
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く

高
額
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校
､
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等
非
日
歩
校
及
伽
他
車
攻
料

の
致
抑
留
と

し
て
推
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す
べ

も
狗
且
つ

7
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す
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定

慣

田
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o

近
水
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メ
-
カ
令
衆
閑
に
は
数
多
-
の
平
易
に
し
て
興
味
私
沖
か
さ

ぜ
る
地
質
鍵
輩
が
減
り
に
公
に
さ
れ
る
の
1
.
地
質
串
が
石
の
棟

に
堅

く
て
､

7
般
人
士
の
頭
に
這
入
り
惑
-
い
株
に
想
ほ
れ
て
ゐ
る
牝
脚
か

ら
見
て
決
ま
し
い
東
リ
で
あ
る
｡
殊
に
本
番
の
繋
潜
の

7
人
の
棟
な

エ

ー
ル
大
串
の
名
替
教
授
が
努
力
し
て

7
般
知
識
階
級
に
封
し
地
質
畢
ー

佃
の
多
く
の
科
挙
私
骨
掲

7
放
し
た
仝
知
能
に
糾
み
上
げ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
み
訓

へ
る
の
は
文
化
の
上
弘
に
貢
献
す
る
肝
が
少
な
-
な

い
の

で
あ
る
O
本
番
の
題
名
は
恐
ら
く
同
i
)
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ー
ル
大
串
の
地
質
教
授
に
し

て
矢
折
L
Li
鬼
オ
汐
ヨ
セ
7

.
バ
レ
ル
の
｢
白

銀
は
砕
謝
す
｣
と
い
っ
た

育
英
に
ょ
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

こ

の
日
鶴
の
池
矩
あ
る
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r
勘
考
地
質

串
の
上
か
ら
'
甘
今
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池
ヒ
て
和
戦
的
に
調
っ
た
J
の
で
あ
る
O
串
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分

つ
三
十

7
.
地
鑑
邸
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
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っ
て
明
解
な
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桝
在
加

へ
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ゐ
る
が
.
地
文
脚
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み
#
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-
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ば
妨
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ド
ソ
ン
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ー
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き
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瓢
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れ
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た
も
の
で
あ
り
'
節
十
二
苛
の
中
原
及
甘川
原
の
串
下
に
は
北
米
の
地
形

尻
に
訟
4
'及
ぼ
し
､
節
十
式
詩
の
欝
リ
岬
-
地
裁
の
樵
下
に
は
す
代
地

和
樹
の
柑
念
わ
輿

(
て
ゐ
る
)
誠
に
か
1
る
記
餌
は
地
靴
堺
か
研
究
す

え

も
の
に
典
雌
的
な
且
つ
根
本
的
な
知
野

付
供
す
る
も
の
で
あ
る
｡
シ

ュ
･･h
カ
ー
ト
教
授
は
他
出
聯
G
･柵
成
で
あ
る
妬
め
節
二
十
串
の
川
部
衣

の

時
間

裟
以
下
瀬
後
の
人
間
の
血

税
に
覚
る
ま
で
本
譜
の
約
年
分
み
封

や
し
て
地
史
払
興
味
あ
る
杖
に
且
つ
串
間
的
に
静
明
し
て
ゐ
る
｡
抑
筋
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故
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非
だ
多
-
.
凸
批
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代
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鵬
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が
エ
-
嬰
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し
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居
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m
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地
質
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敢
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に
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リ
碓
池
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散
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か
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境
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蜂
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地
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藩
で
あ
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六
京
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八
来
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潜
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っ
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滞
日
の
邸
僻
が
か
い
て
め
る
.
深
見
の
瓜
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も
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潜
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暢
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潜
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磯
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あ
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瓜
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が
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